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新
潟
県
小
学
校
長
会
　
副
会
長
　
熊
　
倉
　
達
　
也

「
私
ど
も
に
は
学
校
教
育
が
あ
っ
た
」

　

文
部
科
学
省
・
浅
田
和
伸
氏
の
講
演
の
冒

頭
、
内
村
鑑
三
の
『
代
表
的
日
本
人
』（
岩

波
文
庫
）
の
一
節
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
そ
う
。
私
ど
も
に
は
学
校
教
育
が
あ
っ
た
。

（
略
）
学
校
も
あ
り
教
師
も
い
た
が
、
そ
れ

は
諸
君
の
大
い
な
る
西
洋
に
み
ら
れ
、
今
日

わ
が
国
で
も
模
倣
し
て
い
る
よ
う
な
、
学
校

教
育
と
は
ま
っ
た
く
ち
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
私
ど
も
は
、
学
校
を
知
的
修

練
の
売
り
場
と
は
決
し
て
考
え
な
か
っ
た
。

修
練
を
積
め
ば
生
活
費
が
稼
げ
る
よ
う
に
な

る
と
の
目
的
で
、
学
校
に
行
か
さ
れ
た
の
で

は
な
く
、
真
の
人
間
に
な
る
た
め
だ
っ
た
。」

　

一
九
〇
八
年
、
外
国
人
に
対
し
て
書
か
れ

た
英
文
著
作
の
翻
訳
で
す
。
日
本
人
が
大
切

に
し
て
き
た
道
徳
性
や
学
校
本
来
の
機
能
、

教
師
（
先
生
＝
先
に
真
理
を
了
解
し
た
者
）

に
対
す
る
尊
敬
な
ど
、
伝
統
的
な
教
育
の
価

値
を
改
め
て
知
り
、
安
堵
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
学
習
指
導
要
領
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
資
質
・
能
力
は
、O

E
C

D

・D
eS

eC
o

の

「
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
が
ベ
ー
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
知
識
基
盤
社

会
に
お
い
て
、
技
術
革
新
や
創
造
を
も
た
ら

す
こ
と
の
で
き
る
人
的
資
本
（hum

an 
capital

）
へ
の
投
資
が
、
経
済
成
長
や
社

会
の
安
定
に
は
必
須
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。「
教
育
は
社
会
の
動
き
を
読
む
こ
と
が

必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

不
易
を
押
さ
え
な
い
と
危
な
い
」
と
す
る
浅

田
氏
の
話
に
は
緊
張
感
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
学
校
教
育
は
、
人
的
資
源
の
開

発
の
み
に
矮
小
化
す
る
こ
と
な
く
、
資
質
・

能
力
（
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）
の
育
成
と
い
う

社
会
の
要
請
に
応
え
る
中
で
、
人
格
の
完
成

を
目
指
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

学
校
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
、
今
ま
で

の
や
り
方
は
そ
の
目
的
に
合
致
し
て
い
る
か
、

常
に
問
い
直
し
な
が
ら
実
践
を
積
み
上
げ
て

い
か
ね
ば
と
思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

�

（
長
岡
・
三
島　

阪
之
上
小
学
校
）

令
和
元
年
度

第
一
回  

県
小
評
議
員
会
（
報
告
）

日
時
　
六
月
二
十
日
（
木
）
十
四
時
～
十
六
時
十
五
分

会
場
　
上
越
市
「
高
陽
荘
」

一
　
開
会
の
挨
拶�

吉
田
会
長

　

山
形
県
沖
地
震
で
は
、
村
上
・
山
北
で
ま

だ
休
校
が
続
い
て
い
る
学
校
が
あ
る
。
一
日

も
早
い
復
旧
・
平
穏
を
願
っ
て
い
る
。

　

関
ブ
ロ
千
葉
大
会
で
記
念
講
演
の
千
葉
工

業
大
学
古
田
氏
の
話
に
示
唆
が
あ
っ
た
。

「
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
る
脳
と
文
章
を
作
る
脳
は

同
じ
で
、
起
承
転
結
の
あ
る
文
章
が
書
け
る

こ
と
が
大
事
。
小
学
校
は
ワ
ク
ワ
ク
や
感
動

の
連
続
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
尖
っ
た
個
性
を

大
切
に
す
る
教
育
が
大
事
」
と
い
う
こ
と
。

こ
れ
か
ら
の
教
育
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
き

っ
か
け
に
し
た
い
。

二
　
議
長
選
出�

糸
魚
川
地
区
評
議
員

三
　
報
　
　
告

　

・
会
務
報
告
・
全
連
小
・
関
ブ
ロ
関
係

四
　
協
　
　
議

㈠　

各
部
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

⑴　

対
策
部

　
�　

調
査
活
動
で
「
市
町
村
に
お
け
る
教
育

関
連
予
算
」
に
関
わ
り
、
ネ
ッ
ト
環
境
に

つ
い
て
調
査
を
行
う
。
校
長
と
市
へ
の
調

査
が
重
複
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

　

⑵　

福
利
部

　

�　

校
長
の
給
与
等
の
実
態
に
つ
い
て
調
査

研
究
し
、
給
与
水
準
の
維
持
向
上
の
た
め

の
要
望
活
動
に
生
か
す
。
ま
た
、
退
職
後

の
再
就
職
状
況
等
を
調
査
し
、
雇
用
促
進

の
要
望
活
動
に
生
か
す
。

　

⑶　

研
修
部

　

�　

学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
を
喫
緊
の
課

題
と
と
ら
え
、
地
域
の
信
頼
を
得
る
創
造

的
な
学
校
経
営
を
展
開
す
る
た
め
に
、
校

長
研
修
会
を
開
催
し
て
研
修
を
深
め
る
。

　

※
地
区
別
研
修
会

　
　

上
越 

九
月
十
三
日 

柏
崎
・
刈
羽
大
会

　
　

中
越 

十
月
八
日 

三
条
大
会

　
　

下
越 

十
月
四
日 

佐
渡
大
会

　

⑷　

広
報
部

　

�　

会
員
の
連
携
と
学
校
経
営
の
改
善
充
実

に
資
す
る
よ
う
、
活
動
や
当
面
の
課
題
に

関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
。

㈡�　

令
和
元
年
度
全
連
小
秋
田
大
会
、
令
和

二
年
度
関
ブ
ロ
茨
城
大
会

㈢　

令
和
元
年
「
要
望
書
」

五
　
連
　
　
絡

・�

日
本
教
育
会
新
潟
県
支
部
総
会
・
研
修
会

七
月
六
日
（
土
）　

高
陽
荘

・�

次
年
度
代
議
員
会　

令
和
二
年
五
月
十
三

日
（
水
）　

長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
他

六
　
閉
会
の
挨
拶�

熊
倉
副
会
長

　

久
里
浜
医
療
セ
ン
タ
ー
樋
口
院
長
の
講
演

「
ネ
ッ
ト
依
存
か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う
」
を

聴
き
、
今
何
が
大
切
か
何
が
で
き
る
か
を
考

え
た
。
看
過
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
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特
別
寄
稿

「
米
百
俵
の
精
神
」
と

　
　
こ
れ
か
ら
の
長
岡
の
教
育

長
岡
市
教
育
委
員
会
　
教
育
長

金
　
澤
　
俊
　
道

　

昨
年
長
岡
市
は
開
府
四
〇
〇
年
、
戊
辰
一

五
〇
年
と
い
う
歴
史
的
節
目
を
迎
え
た
。

様
々
な
記
念
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
展
が
行
わ
れ

る
中
、
改
め
て
長
岡
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

こ
れ
か
ら
の
長
岡
の
未
来
を
考
え
る
良
い
機

会
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
長
岡
の
教
育
と

今
後
に
つ
い
て
話
題
提
供
し
た
い
。

一
　
米
百
俵
の
精
神

　

戊
辰
戦
争
で
焼
け
野
原
に
な
り
、
食
べ
る

も
の
が
な
い
長
岡
に
、
支
藩
で
あ
る
三
根
山

藩
か
ら
見
舞
い
と
し
て
米
百
俵
が
贈
ら
れ
て

き
た
。
当
時
、
藩
の
大
参
事
で
あ
っ
た
小
林

虎
三
郎
は
教
育
第
一
主
義
を
唱
え
、
藩
士
を

説
得
し
て
こ
の
百
俵
の
米
を
売
却
し
教
育
に

あ
て
た
。
こ
れ
が
米
百
俵
の
故
事
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
深
堀
り
し
た
い
の
は
、
百
俵
の
米

の
お
か
げ
で
学
校
が
で
き
た
の
で
は
な
く
、

支
援
米
の
百
俵
の
米
す
ら
も
人
材
育
成
の
資

金
に
あ
て
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

米
百
俵
の
精
神
と
は
、
百
俵
の
米
の
資
金
に

に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
と
ど
ま
ら

な
い
、
長
岡
の
根
底
に
流
れ
る
精
神
文
化
な

の
で
あ
る
。
長
岡
市
で
は
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
に
こ
の
精
神
を
伝
え
、
未
来
を
切
り
開

い
て
い
け
る
人
材
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。

想 う

二
　
近
年
（
平
成
）
の
長
岡
の
教
育

　「
人
材
教
育
」

　

近
年
の
長
岡
の
特
色
あ
る
教
育
は
、
平
成

七
年
度
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
た
「
人
材
教

育
」
に
始
ま
る
。
平
成
三
年
度
の
中
教
審
答

申
で
文
部
省
がE

xcellence

（
卓
越
性
）

を
取
り
上
げ
、
新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
教

育
の
方
針
を
示
し
た
。
こ
れ
を
受
け
「
人
材

教
育
」
で
は
、
大
き
な
目
的
の
一
つ
と
し
て

卓
越
性
を
掲
げ
た
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
の
卓

越
性
を
伸
ば
し
社
会
性
を
養
う
に
は
自
校
完

結
の
考
え
方
か
ら
、
複
数
校
の
子
ど
も
た
ち

を
集
め
複
数
校
の
教
員
の
力
を
結
集
し
、
さ

ら
に
は
市
民
（
名
伯
楽
）
を
導
入
す
る
と
い

う
考
え
方
に
転
換
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
考

え
た
。

　

具
体
的
に
は
、

子
ど
も
の
才
能
を

体
育
・
芸
術
・
言

語
の
三
系
列
に
特

化
し
、
学
校
を
い

く
つ
か
の
群
に
分

け
、
群
内
の
学

区
・
学
年
の
枠
を

取
り
払
い
、
原
則

と
し
て
五
年
生
以

上
の
小
学
生
と
中
学
生
を
対
象
に
、
子
ど
も

が
希
望
す
る
系
列
の
場
所
で
特
別
指
導
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

　
「
人
材
教
育
」
は
、
卓
越
性
の
進
展
を
図

る
教
育
を
公
教
育
に
取
り
入
れ
た
教
育
施
策

と
し
て
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
た
。

　「
熱
中
！
感
動
！
夢
づ
く
り
教
育
」

　

人
材
教
育
が
始
ま
り
一
〇
年
が
経
過
し
た

平
成
一
七
年
度
、
人
材
教
育
一
〇
年
を
振
り

返
り
、
課
題
と
成
果
を
整
理
し
、
現
在
の
長

岡
の
教
育
の
根
幹
を
な
す
「
熱
中
！
感
動
！

夢
づ
く
り
教
育
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
目
標

を
「
豊
か
な
体
験
と
確
か
な
学
び
で
、
夢
を

描
き
、
志
を
立
て
る
力
と
生
き
抜
く
自
信
を

育
む
」
と
し
て
、
今
年
度
は
七
十
一
の
事
業
に

四
億
六
千
万
円
の
予
算
を
か
け
、
学
校
の
自

主
性
を
尊
重
し
た
教
育
活
動
を
進
め
て
い
る
。

　

特
色
あ
る
事
業
と
し
て
は
、「
学
校
・
子

ど
も
か
が
や
き
塾
」
事
業
と
し
て
、
学
校
と

校
長
に
裁
量
予
算
を
配
当
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
各
校
で
特
色
あ
る
取
組
が
行
わ
れ
、

多
く
の
教
育
実
践
が
、
全
国
規
模
の
教
育
賞

を
受
賞
し
て
い
る
。「
教
員
サ
ポ
ー
ト
錬
成

塾
」
事
業
で
は
、
若
手
教
員
に
対
し
退
職
校

長
が
一
年
間
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
を
し
て

い
る
。
全
国
で
い
ち
早
く
始
ま
っ
た
こ
の
取

組
で
は
、
実
施
か
ら
の
べ
千
二
百
人
の
塾
生

を
輩
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち

が
本
物
に
触
れ
、
感
動
体
験
を
す
る
た
め
、

四
十
九
の
事
業
を
準
備
し
、
各
校
が
各
校
の

実
態
に
合
わ
せ
て
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

豊
か
な
体
験
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
事

業
の
一
〇
年
目
の
節
目
に
事
業
評
価
を
行
っ

た
。
そ
の
際
の
児
童
生
徒
意
識
調
査
で
は
、

「
学
校
に
行
く
の
が
楽
し
い
」「
授
業
で
『
分

か
る
』『
で
き
る
』
と
感
じ
る
」「
住
ん
で
い

る
地
域
が
好
き
」「
長
岡
市
が
好
き
」
な
ど

の
項
目
で
、
開
始
当
初
の
数
値
を
上
回
っ
た
。

三
　
こ
れ
か
ら
の
長
岡
の
教
育

　

山
積
す
る
教
育
課
題
、S

ociety5
.0

、

社
会
は
大
き
な
変
化
を
迎
え
て
い
る
。
そ
の

社
会
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で
い
く

教
育
に
も
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
長
岡

の
教
育
も
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
っ
て
準

備
を
し
て
い
る
。
そ
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

　

現
在
「
熱
中
！
感
動
！
夢
づ
く
り
教
育
」

の
大
幅
な
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
方
向
性

と
し
て
は
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
融
合

に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
個
性
と
可
能
性
を

最
大
限
伸
ば
す
こ
と
で
あ
る
。
学
校
の
負
担

を
増
や
さ
ず
に
、
米
百
俵
の
ま
ち
な
ら
で
は

の
人
材
育
成
に
尽
力
し
て
い
る
団
体
・
個
人

の
力
を
活
用
し
て
い
く
。
そ
し
て
柱
と
な
る

学
校
教
育
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
そ
こ
で
培
わ

れ
た
、
能
力
や
意
欲
を
、
個
々
の
興
味
・
関

心
や
得
意
分
野
等
に
応
じ
継
続
的
に
学
ぶ
場

を
提
供
し
、
オ
ー
ル
長
岡
で
さ
ら
に
子
ど
も

た
ち
の
可
能
性
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
。
米

百
俵
の
精
神
を
背
景
に
、「
人
材
教
育
」の
視

点
も
取
り
込
ん
だ
新
た
な
教
育
施
策
で
あ
る
。

今
後
広
く
意
見
を
聞
き
、
十
分
に
検
討
し
な

が
ら
形
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

四
　
最
後
に

　

先
の
見
通
せ
な
い
激
変
の
今
こ
そ
、
不
易

と
流
行
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、
連
綿
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
日
本
の
教
育
の
良
さ
を
見

失
う
こ
と
な
く
、
し
か
し
、
流
行
に
は
敏
感

に
、
現
場
、
関
係
機
関
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
長
岡
の
教
育
行
政
を
進

め
て
い
き
た
い
。
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か
る
』『
で
き
る
』
と
感
じ
る
」「
住
ん
で
い

る
地
域
が
好
き
」「
長
岡
市
が
好
き
」
な
ど

の
項
目
で
、
開
始
当
初
の
数
値
を
上
回
っ
た
。

三
　
こ
れ
か
ら
の
長
岡
の
教
育

　

山
積
す
る
教
育
課
題
、S

ociety5
.0

、

社
会
は
大
き
な
変
化
を
迎
え
て
い
る
。
そ
の

社
会
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で
い
く

教
育
に
も
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
長
岡

の
教
育
も
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
っ
て
準

備
を
し
て
い
る
。
そ
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

　

現
在
「
熱
中
！
感
動
！
夢
づ
く
り
教
育
」

の
大
幅
な
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
方
向
性

と
し
て
は
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
融
合

に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
個
性
と
可
能
性
を

最
大
限
伸
ば
す
こ
と
で
あ
る
。
学
校
の
負
担

を
増
や
さ
ず
に
、
米
百
俵
の
ま
ち
な
ら
で
は

の
人
材
育
成
に
尽
力
し
て
い
る
団
体
・
個
人

の
力
を
活
用
し
て
い
く
。
そ
し
て
柱
と
な
る

学
校
教
育
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
そ
こ
で
培
わ

れ
た
、
能
力
や
意
欲
を
、
個
々
の
興
味
・
関

心
や
得
意
分
野
等
に
応
じ
継
続
的
に
学
ぶ
場

を
提
供
し
、
オ
ー
ル
長
岡
で
さ
ら
に
子
ど
も

た
ち
の
可
能
性
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
。
米

百
俵
の
精
神
を
背
景
に
、「
人
材
教
育
」の
視

点
も
取
り
込
ん
だ
新
た
な
教
育
施
策
で
あ
る
。

今
後
広
く
意
見
を
聞
き
、
十
分
に
検
討
し
な

が
ら
形
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

四
　
最
後
に

　

先
の
見
通
せ
な
い
激
変
の
今
こ
そ
、
不
易

と
流
行
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、
連
綿
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
日
本
の
教
育
の
良
さ
を
見

失
う
こ
と
な
く
、
し
か
し
、
流
行
に
は
敏
感

に
、
現
場
、
関
係
機
関
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
長
岡
の
教
育
行
政
を
進

め
て
い
き
た
い
。

糸
魚
川
の
宝
石
「
国
石
翡
翠
」
の
数
奇
な
運
命

伊
　
野
　
昌
　
子

一
「
翡
翠
」
を
国
石
に
選
定

　

二
〇
一
六
年
九
月
、
翡
翠
で
知
ら
れ
る
糸

魚
川
市
に
と
っ
て
極
め
て
喜
ば
し
い
出
来
事

が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
日
本
鉱
物
科
学
会
が
、

国
石
と
し
て
「
翡
翠
」
を
選
ん
だ
こ
と
で
あ

る
。
学
会
が
国
石
の
条
件
と
し
た
の
は　

①

知
名
度 

②
学
術
的
重
要
性 

③
日
本
人
と
の

関
わ
り 

④
継
続
性 

⑤
持
続
性 

で
あ
る
。

「
翡
翠
」
は
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
し
国
石

に
選
定
さ
れ
た
。

二
　
翡
翠
は
生
命
力
の
象
徴

　
「
翡
翠
」
は
約
五
千
年
前
の
縄
文
時
代
中

期
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
、
日
本
各
地
の

遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
頃
は
「
翡

翠
」
で
は
な
く
「
玉
」
と
呼
ば
れ
「
大
珠
」

や
「
勾
玉
」
な
ど
の
宝
飾
品
に
加
工
さ
れ
、

耳
飾
り
、
首
飾
り
な
ど
に
使
わ
れ
た
。
古
代

の
人
は
緑
色
翡
翠
を
好
ん
で
使
っ
た
。
緑
は

生
命
を
象
徴
す
る
色
で
あ
る
。
翡
翠
は
と
て

も
硬
い
の
で
、
研
磨
や
穴
開
け
は
困
難
を
極

め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

郷土　
風土記

　

翡
翠
は
『
万
葉
集
』
に
も
登
場
す
る
。

　
「
沼
名
川
（
ぬ
な
が
わ
）
の 

底
な
る
玉　

求
め
て
得
し
玉
か
も 

拾
い
て 

得
し
玉
か
も 

あ
た
ら
し
き 

君
が 

老
ゆ
ら
く
惜
し
も
」（
巻

十
三
…
三
二
四
七
）（
沼
名
川
の
底
に
あ
っ

た
こ
の
玉
は
、
探
し
求
め
て
得
た
玉
な
の
だ
。

拾
い
求
め
て
得
た
玉
な
の
だ
。
そ
の
よ
う
に

す
ば
ら
し
い
君
が
、
老
い
ゆ
く
の
が
惜
し

い
。）

　

沼
名
川
は
現
在
の
姫
川
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
翡
翠
の
大
珠
は
、
集
落
で
特
別
な
力
を

も
っ
た
人
物
、
例
え
ば
古
事
記
に
登
場
す
る

奴
奈
川
姫
の
よ
う
な
支
配
者
や
祭
祀
者
が
身

に
付
け
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
翡
翠
は
、
東
大
寺
法
華
堂
の
国

宝
不
空
羂
索
観
音
立
像
（
七
四
〇
年
頃
の
制

作
）
の
宝
冠
の
勾
玉
に
使
わ
れ
た
の
を
最
後

に
日
本
の
歴
史
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。

一
九
三
五
年
に
糸
魚
川
市
の
小
滝
川
で
翡
翠

が
発
見
さ
れ
る
ま
で
千
二
百
年
も
の
間
、
宝

石
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
歴
史

の
舞
台
か
ら
消
失
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

三
　
小
滝
川
で
翡
翠
再
発
見

　

翡
翠
は
近
年
に
な
る
ま
で
産
地
も
加
工
場

所
も
特
定
で
き
な
か
っ
た
。
ビ
ル
マ
や
中
国
、

チ
ベ
ッ
ト
か
ら
渡
来
し
た
と
す
る
説
が
有
力

で
あ
っ
た
。
糸
魚
川
市
で
は
一
九
三
五
年
を

翡
翠
再
発
見
の
年
と
し
て
お
り
、
そ
れ
は
昭

和
十
年
に
当
た
る
。
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋

戦
争
へ
と
国
内
は
軍
事
色
に
染
ま
っ
て
い
く

特
別
な
時
期
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
翡
翠
再
発
見
に
大
き
く
関
わ
っ
た
人

物
が
い
る
。
発
見
者
は
糸
魚
川
市
小
滝
地
区

在
住
の
伊
藤
栄
蔵
で
あ
り
、
発
見
の
動
機
と

な
っ
た
人
物
は
、
糸
魚
川
が
誇
る
文
人
、
相

馬
御
風
で
あ
る
。
翡
翠
再
発
見
の
い
き
さ
つ

は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
。　
　

　

昭
和
十
年
初
夏
、
伊
藤
は
親
戚
の
鎌
上
竹

雄
か
ら
、
相
馬
御
風
が
翡
翠
の
話
を
し
て
い

た
こ
と
を
聞
く
。
そ
の
内
容
は
、
奴
奈
川
姫

の
首
飾
り
が
翡
翠
の
勾
玉
で
あ
っ
た
こ
と
、

姫
の
首
飾
り
の
玉
と
し
て
弥
彦
神
社
に
一
個

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
小
滝
川
か
青
海
川
で

翡
翠
を
探
せ
ば
見
つ
か
る
の
で
は
な
い
か
と

言
っ
て
い
た
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ

と
を
聞
い
て
、
伊
藤
は
小
滝
川
の
水
位
が
下

が
る
八
月
を
待
ち
、
翡
翠
を
探
し
始
め
る
。

そ
し
て
、
そ
の
翌
日
に
は
翡
翠
ら
し
き
石
を

発
見
す
る
。
小
さ
い
ハ
ン
マ
ー
で
叩
い
て
も

な
か
な
か
割
れ
ず
、
大
き
な
ハ
ン
マ
ー
に
持

ち
替
え
て
、
よ
う
や
く
一
キ
ロ
大
の
石
を
二

つ
採
取
し
た
。
早
速
、
御
風
に
そ
の
石
を
届

け
る
と
、「
こ
れ
は
翡
翠
に
間
違
い
な
い
」

と
言
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
石

の
鑑
定
を
依
頼
さ
れ
た
東
北
大
学
の
河
野
義

礼
が
、
小
滝
川
に
調
査
に
訪
れ
る
な
ど
し
て
、

徐
々
に
糸
魚
川
が
良
質
な
翡
翠
の
産
地
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
。

四
　
沈
黙
さ
れ
た
翡
翠
再
発
見

　

翡
翠
の
産
地
は
糸
魚
川
で
あ
っ
た
。
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
は
ま
た
た
く
間
に
広
が
り
そ
う
な

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
御
風
ら
関
係
者
は
こ

の
事
実
に
つ
い
て
長
期
間
沈
黙
す
る
。
日
本

が
戦
時
色
に
染
ま
っ
て
い
く
な
か
、
翡
翠
が

国
威
発
揚
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
戦

後
日
本
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
下
に
置
か
れ
た
。
占

領
軍
に
よ
っ
て
翡
翠
が
採
掘
さ
れ
る
こ
と
を

危
惧
し
て
の
沈
黙
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

結
局
、
御
風
は
没
す
る
ま
で
翡
翠
発
見
の
事

実
を
親
し
い
人
に
も
明
か
す
こ
と
は
な
か
っ

た
。
糸
魚
川
で
の
翡
翠
産
出
が
世
に
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
五
四
年
、
小
滝

川
の
翡
翠
が
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
頃

か
ら
で
あ
る
。

五
　
国
石
翡
翠
の
危
機

　

現
在
、
翡
翠
の
原
石
は
小
滝
川
と
青
海
川

で
国
指
定
の
天
然
記
念
物
と
し
て
保
護
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
指
定
地
域
に
お
い
て
も
破

壊
盗
掘
が
あ
り
、
い
つ
の
間
に
か
消
失
す
る

な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
国
石
翡
翠

が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
国
石
と
し
て
保
全
へ
の
協

力
を
呼
び
か
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

参
考
文
献

『
国
石
翡
翠
』
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フ
ォ
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サ
マ
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ア
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二
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一
八

『
日
本
古
典
文
学
全
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万
葉
集
３
』
小
学
館

�

（
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川
市
立
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校
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あらかわあいさつの日

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
教
育
長
か
ら
の
指

導
と
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
研
修
を
行
い

知
見
を
深
め
て
き
た
。
毎
年
、
自
然
・
歴
史
・

文
化
等
の
地
域
巡
検
も
行
っ
て
い
る
。
五
月

に
は
、
吉
井
行
塚
古
墳
群
の
見
学
を
行
い
、

柏
崎
の
歴
史
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

　

今
年
度
、
上
越
地
区
研
究
集
会
柏
崎
・
刈

羽
大
会
を
主
管
す
る
。
現
在
、
開
催
に
向
け

た
準
備
と
運
営
を
、
全
会
員
が
役
割
分
担
を

し
、
計
画
的
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

㈡
　
中
学
校
長
会
と
の
連
携

　

小
中
学
校
教
育
の
発
展
充
実
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
小
中
学
校
長
会
連
絡
協
議

会
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
教
育
委
員
会
と
共

催
の
教
育
懇
談
会
、
そ
し
て
小
中
合
同
研
修

会
を
開
催
し
、
研
修
を
深
め
て
い
る
。
ま
た
、

「
市
長
と
校
長
会
と
の
懇
談
会
」
を
設
け
て

い
る
。
懇
談
会
で
は
、
教
育
現
場
の
声
を
広

く
伝
え
、
市
長
と
意
見
交
換
を
し
、
柏
崎
の

教
育
に
つ
い
て
と
も
に
熱
く
語
っ
て
い
る
。

教
育
現
場
の
声
を
市
長
に
直
接
届
け
る
ま
た

と
な
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
こ
れ
ら
の
取
組
を

継
続
し
、
柏
崎
市
・
刈
羽
郡
の

小
学
校
教
育
の
充
実
・
発
展
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
。

�

（
鯨
波
小
学
校　

石
坂
聡
子
）

学校紹介
　

村
上
市
立
保
内
小
学
校
は
、
村
上
市
の
南

の
玄
関
口
と
な
る
、
荒
川
地
区
の
中
心
地
に

位
置
し
、
全
校
児
童
三
二
五
人
、
十
六
学
級

の
学
校
で
あ
る
。
創
立
明
治
八
年
、
本
年
度

で
一
四
四
年
と
な
る
。
教
育
目
標
「
強
い
力
、

豊
か
な
心
」
の
実
現
の
た
め
、「
一
人
一
人

が
輝
く
学
校
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
校
」
を
目

指
す
学
校
像
、「
学
校
が
楽
し
い
と
目
を
輝

か
せ
て
登
校
す
る
児
童
」
を
目
指
す
子
ど
も

の
姿
と
し
て
、
地
域
・
保
護
者
と
と
も
に
調

和
の
と
れ
た
教
育
活
動
を
進
め
て
い
る
。

一
　
あ
い
さ
つ
・
が
ま
ん
・
あ
と
し
ま
つ

　

村
上
市
で
は
「
地
域
の
子
ど
も
を
地
域
の

み
ん
な
で
育
む
」
こ
と
を
目
指
し
、「
郷
育

（
さ
と
い
く
）」
を
進
め
て
き
た
。
ま
た
、

荒
川
中
学
校
、
金
屋
小
学
校
、
保
内
小
学
校

の
三
校
に
よ
る
荒
川
地
区
で
は
、
市
町
村
合

併
で
村
上
市
と
な
る
以
前
か
ら
、「
あ
い
さ

つ
・
が
ま
ん
・
あ
と
し
ま
つ
」
が
で
き
る
子

ど
も
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
が
導
入
さ
れ
、
学
校
運

営
協
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
歩

み
を
生
か
し
、
こ
の
荒
川
地
区
で
大
切
に
し

て
き
た
「
あ
い
さ
つ
・
が
ま
ん
・
あ
と
し
ま

つ
」
を
地
域
・
保
護
者
そ
し
て
学
校
の
共
通

の
理
念
と
し
て
推
し
進
め
て
い
る
。

　

九
月
の
最
終
金
曜
日
に
荒
川
地
区
の
小
中

学
校
、
高
校
、
保
育
園
、
地
域
全
て
の
人
々

で
行
っ
て
い
る
「
あ
ら
か
わ
あ
い
さ
つ
の

日
」
が
そ
の
取
組
の
一
つ
で
あ
る
。

二
　
地
域
と
連
携
・
協
働
し
た
教
育
活
動

　

保
内
小
学
校
は
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら

昨
年
度
ま
で
の
三
年
間
、
新
潟
県
・
新
潟
市

教
育
研
究
会
指
定
の
生
活
科
と
総
合
的
な
学

習
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

研
究
で
は
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課

程
」
の
具
現
化
を
図
る
た
め
に
、
地
域
と
協

働
・
連
携
す
る
中
で
、
地
域
の
活
動
や
人
々

の
思
い
・
願
い
に
触
れ
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
学
習
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
、「
地
域

教
育
推
進
委
員
会
」
を

設
置
し
、
地
域
に
あ
る

自
然
や
文
化
、
社
会
的

な
活
動
な
ど
の
調
査
を

進
め
て
き
た
。
職
員
が

現
地
に
足
を
運
び
、
実

際
に
触
れ
、
実
際
の
様

子
を
見
た
り
直
接
人
と

関
わ
っ
た
り
し
て
教
材

を
開
発
し
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
学
校
と
地
域
と
が
一
体
と

な
っ
た
教
育
活
動
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
。�

（
須
貝　

学
）

　

柏
崎
市
・
刈
羽
郡
は
、
四
十
二
㎞
に
及
ぶ

海
岸
線
を
も
ち
、
海
に
沈
む
夕
日
が
大
変
美

し
い
、
豊
か
な
自
然
と
文
化
に
恵
ま
れ
た
地

域
で
あ
る
。
校
長
会
は
、
柏
崎
市
二
十
名
、

刈
羽
郡
一
名
の
計
二
十
一
名
の
会
員
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
会
員
の
英
知
と
組
織
の
総
力

を
結
集
し
な
が
ら
、「
気
付
き
、
考
え
、
実

行
す
る
校
長
会
」
を
目
指
し
、
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

一
　
活
動
の
方
針
と
組
織

　

今
年
度
は
、「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の

推
進
」「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
編

成
・
実
施
・
評
価
・
改
善
」「
経
営
者
と
し
て

の
指
導
力
、
経
営
力
の
向
上
」「
地
域
や
学
校

の
実
態
に
応
じ
た
教
育
諸
条
件
の
整
備
」「
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
へ
の
意
識
改
革
と

環
境
整
備
」
等
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
対
策
部
・
福
利
部
・
研
修
部
・

広
報
部
・
財
政
部
の
五
つ
の
専
門
部
会
を
設

け
、
積
極
的
な
取
組
を
展
開
し
て
い
る
。

二
　
活
動
の
推
進

㈠
　
研
修
へ
の
取
組

　

年
十
一
回
の
定
例
校
長
会
を
実
施
し
て
い

る
。
会
場
は
学
校
持
ち
回
り
と
し
て
、
会
場

校
の
教
育
活
動
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、

当
面
の
諸
課
題
に
つ
い
て
の
協
議
や
情
報
交

換
、
教
育
課
題
解
決
に
向
け
た
研
修
も
行
っ

柏
崎
市
刈
羽
郡
小
学
校
長
会

村
上
市
立
保
内
小
学
校

「
気
付
き
、
考
え
、
実
行
す
る
校
長
会
」

を
目
指
し
て

地
域
の
子
ど
も
を
地
域
の
み
ん
な
で

育
て
る
教
育
活
動
の
推
進

郡市だより

学校経営に役立つ
情報満載

県小学校長会
HPへアクセス


